
令和３年度第５回補正予算（９月補正予算）に計上した事業

国県補助金
地方創生

臨時交付金
一般財源
（その他）

売払収入
1,600,000

コロナ基金
118,650

2 45,000 45,000

3 20,000 20,000

過疎債
5,400

コロナ基金
13,600

一般財源
280

5 102,015 102,015

2,320,745 167,815 370,000 1,782,930

※上記の№は、次ページ以降の№に対応しています。

1 2,134,450 65,800 350,000 商工振興課

　コロナワクチン接種の進捗状況を踏まえながら、地域経済の活性化を図るため、商工団体と連
携して、最大規模のプレミアム商品券を発行するとともに、事業者の事業継続を下支えするため
の支援を実施します。
　また、今後のコロナワクチン接種に必要な予算を措置し、ワクチン接種事業の推進を図りま
す。

中小企業融資制度による継続支援 商工振興課

プレミアム商品券（第３弾）発行

　　　◎伊那市 新型コロナウイルス感染症対策予算　第１７弾（令和３年度第６弾）

№ 事業費

財源

　予算規模：２，３２０，７４５千円　.

（単位：千円）

事業名 主管課

最大規模のプレミアム商品券の発行、事業者支援、
トイレ等の自動水栓化、ワクチン接種の推進を図ります。

新型コロナウイルス対策　第１７弾　合計

事業者が支払う家賃の補助 商工振興課

（国）コロナワクチン接種事業の推進
ワクチン接種

対策室

4 公共施設トイレ等の自動水栓化 19,280
施設管理

各課

1



№ 1

（事業概要）

1,000円券×13枚＝13,000円を10,000円で販売（プレミアム率30％）

13枚のうち大型店を含む全店共通券８枚、中小店専用券５枚

事前申込方式、１人10冊まで申込可能

2,134,450 千円 市単独事業 主管 商工振興課

№ 2

（事業概要）

45,000 千円 市単独事業 主管 商工振興課

20億円超のプレミアム商品券（第３弾）を発行します

区分歳出予算額

中小企業へのコロナ関連融資を継続します

区分歳出予算額

伊那市内の参加登録事業所

発行内容 ：

利用可能店：

　コロナワクチン接種が概ね終了する年末年始の時期を捉え、市民の消費行動を喚起し、市内
経済の活性化を図るため、額面20億8千万円（160,000冊）のプレミアム商品券を発行します。
　商工団体と連携をとりながら、より迅速な事業の実施を図ります。

利用期間： 令和３年11月～令和４年２月(予定)

※発行冊数を超える申し込みがあった場合は、全申込者が購入できるよう上
　 限冊数を引き下げる場合があります。

　コロナ禍における中小企業の資金調達を継続して支援するため、中小企業融資制度（特別経
営安定化資金など）を利用した際に生じる信用保証料への市補助金予算を増額します。

信用保証料： 中小企業融資制度では、金融機関から中小企業に融資が実行される際に、長
野県信用保証協会が債務を保証し、その債務保証に対して信用保証料が発生
します。対象となる資金により、市がその一部または全部を補助しています。
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№ 3

（事業概要）

20,000 千円 市単独事業 主管 商工振興課

№ 4

（事業概要）

19,280 千円 市単独事業 主管 施設管理各課

歳出予算額 区分

事業者が支払う店舗等の家賃を補助します

歳出予算額

　①市内に所在する店舗等を賃借し、家賃を支払っている事業者

　②前年又は前々年の同月対比で売上が50％以上減少していること

公民館、文化施設（高遠美術館や創造館など）、体育施設（陸上競技場やセン
ターテニスコートなど）、公衆トイレなど

対象施設：

区分

公共施設のトイレ等の手洗いを自動水栓化します

次のいずれにも該当する事業者

令和３年10月～12月の３か月間

　売上が一定程度減少している事業者に対して、店舗等の家賃の一部補助を、地域経済の状
況を踏まえ、令和３年12月まで延長します。（通算３回目の補助実施となります。）

　　（令和３年５月から令和３年10月までの間のいずれか１月を比較）

補助額： 月額家賃の１/２×３か月　　補助限度額：10万円

補助期間：

対象者：

　コロナ感染症拡大防止の観点から、公民館、文化施設、体育施設、公衆トイレなどの公共施設
のトイレ等の手洗いを自動水栓化します。
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№ 5

（事業概要）

102,015 千円 国10/10 主管
ワクチン接種

対策室
歳出予算額 区分

コロナワクチン接種事業を推進します

　コロナワクチン接種の推進に当たっては、市内開業医の先生方にご協力をいただきながら個
別接種の充実を図るとともに、集団接種会場の効率的な運営を図ってきました。
　これまで、65歳以上の高齢者及び基礎疾患を有する方のワクチン接種を進めるとともに、８月
から対象年齢の拡大を図り、８月18日からは25歳以上の方及び18歳の方をワクチン接種の予約
対象としております。
　今後、12歳以上の全ての方をワクチン接種の対象に広げるなど、ワクチン接種を推進するに当
たり必要となる経費を増額します。

接種率： 令和３年８月19日現在

１回目：88.9％　　２回目：87.9％

１回目：54.3％　　２回目：47.0％

　65歳以上の方

　（接種対象者全体は、12歳以上の市民に占める割合）

　接種対象者全体
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